材料力学演習（5M専門科目）
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科 目 名：材料力学演習（英文科目名：Exercise in Strength of Materials）

　　　　　１単位　必修　機械工学科５年　前期

担当教官：渡利久規（居室：機械工学科棟１階）

　　　　　Tel: 0285-20-2208　E-mail: watari@oyama-ct.ac.jp

授業目的：

　　材料力学は，機械構造物を設計するために必要な諸知識のうちで，もっとも基礎的な学問である．機械設計にあたって材料力学を使いこなすためには，多くの演習問題によって解法に習熟しておく必要があるが，３年，４年の材料力学の講義では演習問題に慣れ，問題の解法に習熟するための時間的余裕がほとんどない．そこで，本講義では時間の大部分を演習問題にあて，解き方を詳しく説明するとともに，随時レポートを出題して解法を身につけてもらうことを目標にしている．材料力学は，材料の強度，部材の変形・剛性，構造の安定性を取り扱い，機械や構造物の安全評価を行うために必要な理論として，機械技術者が理解すべき最重要科目と見なされているために，本授業では，３年，４年で学習した範囲の演習問題に習熟し，解法のポイントをつかみ，問題の本質を理解することがねらいである．

達成目標：

　１．応力，ひずみの計算ができフックの法則が使用できること．

　２．引張り圧縮の靜定問題が解けること．

　３．モールの応力円が描け，主応力，応力の主軸などが求められること．

　４．仮想断面の概念が理解でき，基本的はりのSFD，BMDが描けること．

　５．基本的なはりの曲げ応力の計算ができ，断面設計ができること．

　６．ねじり対する軸の設計ができること．

　７．柱の設計ができること．

　技術者教育プログラムの学習・教育目標：(A), (B)

　JABEE基準1の(1)との関係：(c), (e)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：

　１．渥美光，伊藤勝悦：「やさしく学べる材料力学第２版」，森北出版

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

　フックの法則を用いた棒の引張・圧縮による変形，についての解析方法を学ぶ．ここでは，あわせて複雑な棒材の問題に対して，静定，不静定問題の考え方の違いを習得する．次に，一様断面の真直はりが外力を受けたときの任意の断面におけるせん断力，曲げモーメントを仮想断面の概念を用いて求め，はりのせん断力図（SFD），曲げモーメント図（BMD）を描く方法について演習する．さらに，真直はりが曲げを受ける問題について，断面設計を行い，部材を安全かつ経済的に設計するために必要な基礎知識を身に付ける．また，モールの応力円を利用して，平面応力問題を解く．また，軸のねじりの問題，座屈しない柱を設計する問題についての解法を身につける．

　１．応力、ひずみ、フックの法則　　　　（２週）

　２．組み合わせ構造物・熱応力　　　　　（２週）

　３．不静定の引張り、圧縮　　　　　　　（１週）

　４．モールの応力円　　　　　　　　　　（２週）

　５．はりのせん断力、曲げモーメント　　（２週）

　６．はりの断面二次モーメント、曲げ応力（２週）

　７．はりのたわみ　　　　　　　　　　　（２週）

　８．座屈　　　　　　　　　　　　　　　（１週）

　９．軸のねじり、衝撃応力　　　　　　　（１週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　定期試験（前期２回）と授業中に行う小テストとで評価する．定期試験を70%，小テストを30%とし，総合して60%以上を合格とする．

連絡事項：

　単に知識や公式を暗記したり，与えられた公式を使うことに習熟するのに時間を費やすだけではなく，問題の本質をとらえ，自分自身で考察する工学的センスを養うプロセスこそが重要です．基本的な計算問題が解けるようになるまで繰り返し何度も練習しよう．
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